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～＊ＳＴＯＲＹ＊～

ある国の王様とお妃様に､それは美しい子供が生まれました。
少女は雪のように白く､血のように赤い頬を持った､

黒炭のように髪の黒い女の子でしたので､白雪姫と名付けられました。
しかし、母親は病気にかかり、帰らぬ人となりました。

後妻を迎えることとなった王様は、美しい女性を妻としたのですが､その正体は魔女でした。
魔女は毎日鏡に問いかけます。

　「鏡よ､鏡。この世で1番美しいのは誰。」
鏡は答えます。

「それはお妃様でございます。」
この言葉を聞き、彼女は安心して眠るのです。

ところが､ある日鏡はこう言いました。
「それは､白雪姫にございます。」

妬ましさのあまり、お妃は姫を森に放ち、猟師に白雪姫を殺すように命じました。
ところが、猟師にはそれができず、姫を逃してしまいました。

一方、白雪姫は森で小人たちと出会い､穏やかな日々を送っておりました。
それを知った継母は猟師に裏切られたので、老婆になりすまし､自ら始末しようと､毒リンゴを食べさせます。

7人の小人たちは少女の死をひどく悲しんで､ガラスの棺に入れてやることにしました。
ある日､そこを王子が通りかかり、姫は息を吹き返します。

それを知ったお妃は､魔女に戻り今度こそ、と王子の城に向かいました。
ところが､ほうきで空を飛んでいた魔女の上に雷が落ち、お妃は二度と起き上がりませんでした。

死んでしまったのです。
王子の城で結婚式を盛大に開き、白雪姫は末永く幸せに暮らしました。
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～＊ＣＡＳＴ＊～
お后（ＧＥＳＴ出演）・・・若葉ひろみ

白雪姫・・・阿部彩乃　　王子様・・・林 載憲
侍女・・・水野真紀

小人たち・・・劇団YPA東京・さいたまKIDS浦和
森の友達・・・劇団YPA東京・さいたまKIDS浦和

～＊ＳＴＡＦＦ＊～
台本,演出・・・橋本真理子

芸術監督・・・小池雅代　　音楽監督・・・尾花輝代允

～＊演奏者＊～
ヴァイオリン・・・尾花輝代允　　ピアノ・・・室谷 章

フルート・・・西村麻里　　チェロ・・・鄭 賢俊
ハープ・・・梅田寿子　　ドラム・・・山田俊幸


